
f珪・山ド t隔をイ i' :-'lt V'室璃鍵 J 場 νの寸 -， ..Y ;1'7 イー "

E背酸4 オン及び亙E青酸イオシのポーラログラ 71-

，，~手1I 27 .l:事 BAllO ，乏担)

政改桂芳・山 F1114

慣君主席工学乱高学Eマ〉

E 措置理イオンのポーヨログラフイー

用することにnして行った実齢紘撲を緑色する二と

どめ~.

E 各瞳ヨ開聞液抑制週元

ポークロ...フによる電角輝君君主普通電解霊ヨEされ

短い{すたわち.電線捜3元世tl!0r!:0:大:?l".)支有

種込書夜中さそれよ句も盟元吉れ品いもの@電調揮を行う

の eあるから..づヨミ花電解事舞台還定する必要がある.

君省総もひろぐ用いられている畦栂稼'念日CJ '"釦

<'!II化アルカ".互理完され奮い‘@に会きしては

(C出山:NO，の飢~テトヲア yをA ウ L 塩が用いられ

る。しかるに厄介なことに1Il~イオゾ@匂暗にはこれ

惨をHIいた@剖ま明裕な盟完滋が示されない。こ@こ

とは Tokuoka:J)J)民等によっτ 見出され。氏等は

"'CIo制jぃτ良好な蛤'Jl\'とWt.こ... i'ci丘 Kolthoff!ξ

等"I玄迫化γルカ"を館別しても UO~...，.が作在する

とm睡イオユノの防磁な置E滋が憎られるととを臨めて

いる. LaO!，も uo，泊もともに入手掛.'eあるが常

いネオグウム "'lilltllぴ急措砲を入手したのでN<1Ch

については実験全行タととが出来ず品

各組@穂町淡をme て KNO，水あ'漉0 >11- :1 ログ

.ムをとった鮪'-M~I念必 1 の如C~多J懸のため'l'Okl山川

氏格"の鯖県も併租ずる.

冒l 緒

首下*'!llill!を用いて電解金行、、.m鋼電法l!!£歯

織を日肥するボーヲ ""'7は 1開‘ ~qこチ~ヲコに

おいて.I.Herro帽hy 2t.o:志方益三両氏によって受銅

ぜられ".胃袋そ@多<<0将皇@ため!'i横有慢@両方

l!Ijにわた 0 ひろ〈用いられて来たが，特にこと数年.1m

0Jl:!!iは目ざさ Lい‘@がある.. ~t-?p" ';I 1之監

化盟主WIi(;主1~i:耳元1ZlO)-.，将附する"'.あるから

火費回目。担〈際化水壊の商い‘"''''窃究1こ他符用管置

が!>いと且われる.ボータログ;7' .，.~とよえ犠fl芳え応用

するため先づ蹴駿イオy且ぴ'<Ii凪唆イ*，について袋

店脅しf~

開問イオノ且び麗.nlltィォ γについて"ポークログ

ラ 7発11l'"初期 Toknolm l{;<匂戸loU iJ:-t-~ タョ ~fTっ

た研究以後そ@性買叫融"'f，晶子予おれていなかった

急神安大@中訟の.'!<'叫ソ句そのぽ》 ε実用土且ぴ寝

首上@興味からい〈つかの際宛が符われた，裳回副主

歳時中IIIにおいてい〈らか研究されたが提ASれるに

蓋らず，取後実用上@見地から勉化嘩!!陶工布陣..与川

三億反つo:m晒イオ yについも三茸王崎墨給lJiで閉Ii

廊lit寛氏が，.，拘置食イオソについて郎党されている.

我叫ま制W食イオ ZノZえひ'.illHi制定イオゾについて央験を

干すったが四ha的に i玄米だ不日fJ rz>1掛〈 ζれが解決には

向日't"要するの'e ここでは先づこ@為法"分析に応

後 1 各8電電解招集に於ける附Itイオゾ"'ill元電院 O":~OJl温箆限切却、 1~ l.t;'R理係滋Jl:l

也前淡 島fL2 S皮 沼健イオグの帥 J:ii.)(:電位 闘志('l'oltuolm)

!I/loLiOj -2.3‘ ',. 2.0X10'")[ol/L -2.16¥" (-2.11,')

M/IO(CIWiNCl -2.6 • • -2.13 <-2.IS)

品1/10 ~可証.CJ -2.0 " • -1.85

.:\[/IO .lIbo{Jl, -2.2 " • -1.9:1 (-1.7';)

:;¥[/10CaCI: -2.2 " • -1.93 〈日 1.78 )

)[/IOf:irCb ζ-1.79 )

)，[/IO~t1CI， -1.9 'f咽 3.3XIO ・ -1.00

苅 I 10LA t:~ ト I.ZZ )

)1'lO t:，‘叫 L ト 1.28 )
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NdCl, l:除& fd! o ものはずへて回婦な還元震をま去

さなL、伺えばNU，el fl)み 0'ま蕗""の曲目P陶III

.:俗られるが，これに白書受イオyか官?わると 2<>釦〈

遣先電位μ(+)の );1こを参るが鉱敏也部三1lIられないa

金. 十→

'眠、

-
一泊

-..~•
関 E

姐悶宝元理位を示ずのiニ今世電位を求めとれが鈎置に

より-，どなることを利»l-tる@でおるが，この場合に

はそれを求めるととが山ヨ健闘の官.，.'<>留離をひいた

主点を2元領位として裂している.普通@車元援は s

e釦<trill区Z史的に滑却する泣 o:\>るが， ~dCIaの栂

合には 4 の釦<l青山首震位マ2掛こj~ずる霊元理とな

る.これは LaCl1:1)の後合 e ‘lI'!!lrom章受イオソ及び

冨l1lMィォ νに件'liの混q，"Oある.このためill融イオ

νの場合には後にま託す加〈量厄電位治:通度により少し

変化 L. "時凶むタヲ P こと泊:ある. KoltJlO ff村氏

併に縫いポーフ::t Y?7'1)ドタムを翠廻伝 L<:見ると

互認。織金よ与も(+)闘に茸えIl!位が:;f;される.砲

"速度伝Itえても-hiなな位.:示されるかどラかは誠

ぜ亡おら胞が，こ@現象は«-ヲログタヲを1l!!lIイォ

シお定性，: ~Jflするよのえなる欠点 0 :1>る。

紛内litィオゾの置は場合によってはニE愛護となる.

と<>=段自の設が河を示すかは置自1.，~耳障であるが友

記検討しておら".

設々がl tJ.t.:.i宜宏電伎の縫tc Tukuok-J.fえ等1)>1と比

依するとi\(gC h J..l:.v:CaOh の場合は可h£~l'4って

いる a とれ u: 郎こ原回するかは不刀 eあるが，とれ等

0'* 舎に‘係件.こよっては担唯電建設備られる@さ緩

めて鎚併な 3J gC lu 白Cl. 等を使用出来 s 電解明の樋

皮，，:;，えることが!I時制まこれ<;;によるととも iiI 館ε

ゐるう.

2. ~立化手"ジウょヨヒエ主将軍鯨波とした括合の同

..イマ ~:/~n c:立高、の関係

お 10 -，， 1(' しまえれ電 iii 認をとした.!«3 ~i J)J!民主ぽ商

7; ひ:. it 尤'It 琵琶{立との国舗を lC' O， 2えび .N ll.XO ，

について求め圏 2に示した o{/! Ill 15-20\ 検流計感

度リ回〉

f ,

......•
立

，"・

I..

,
e , J'J‘

ー'綱.....
0--'--1 .ー『必.

--2.
岡 2

a震度と盟諸と@聞にほ直繊閣僚がある。後粛を ymm

イォ ν@ 温度を xXIO ・ )[/l~ l:·Ntl' 宮

)'''''3.71)(.-: (I)

.・長遣っ，誼当なiIII1 il 回 JまJQ\ o， 'el-:: 1-10

"'σ "').[fr~. ~H ，NOJ ーさは 1-6)(to""MIL.~ぁ

る.

ill 箆が X' こたるとil<緩から Pとしはづれて〈る.と

の現象をとらえてこ@回全附限イオゾ@重臣を示 Lて

いるもの "0 な:1....1::いう震が )loilE 部閉によって握11\さ

れた.

iIII1と彊元字迫電位との関障をみると可虫り@パヲ

フキがあるが袋Iiが大になると泣{立がて+)側に診る

問問が示されている .ζ のことも冴睡@ポークログラ

フによる苫広について展開をなげかけている.

3 温度<>J!;1!1

渥認が上ると世置さiJ:J;.二なるのはjfilllll<oられるこ

とをある治そ@桜鐙場vI"/:!' ;Lって平均iD度係ail: ICC

について 1.5% 寵l!l "e あるならば縛に考慢ずる必要は

なハとされている ..II) 今@梅合とれがど@程 to ;!， る

か伝 KNO ，について漫!lf 6.6XIσ 明fL ，忽~・ f闘

で田べた.そ@結集十字国 31こ示す却〈である。

•

川
一
に

ー.
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鑑世.山下 1M安イ *Y1lぴ誕6肉離イオ，，"ボーラ"グヌフイー ""

2l

1:3

HNO ，・ N..OH

1:2

一

5 10. I')

I田')/("'0;)
~ ,一

。

。

¥
。

ト\

1

|、、?

¥

..,

mo

‘呈
I:I

、a

箇 4

S 共存イオプ"I島容

野瞳イオゾの霊由連持壇解液の闘覇により著し〈

骨子を異にするととは，共存イ寸ゾ"Ii!!!のuなる

ζ とを示してお、る.

7.n0釦開喧イョt :.Il:l.~'~彊完封品イォ刈:存

在すると栂蝿イオ".，琶町立書L<世間とい制、て

いる非同開。止.7.n(NO.JvNiO<lO,):lJ B-'l.OlO~)•

等につ，、て待つ叫野，金耳イオゾの珪ilと却開イオグ

の盟諸との比は Ph 'f!は 1:7. Zn'(!t 念 1;8 ， Xi''!

l主 I: 10 ・eあって凪 'e は極太古田議れた. ~噛イォ

，，"盟元が従来有与えられている視に後処臼〉弐か

<5) 三止に従うものとすれほこれ匂 2鑑のイオ νの場

合には 1:4 か 1:2.5 になるべき '0 あるの eいづれ

の毎合に.~酷イ..ゾ@盟副ま容し〈根じている@

Ko ItJ lofr 氏伊川明融イオゾ@定震に III いた uO ，'H'

の膨恒をと見るたゐ UOJ(NOJh t:"NtlC6 に加えて決

'"31<
Fq
我
'J,.- 81

,X)
."
帥

の特典悦の一つ e.，る.

明

"

:宜

!，崎

''''欄J

る。

... !It.アルカリの膨.

Nd04 を用いた iよ上すべて@結果は中性の場合すな

わち鍍鰐にはお dC b 0加水分解@たのわづか俊樹こ

なった相陪 eあったがこれを更に酷盤にしてみると水

素イオ YO~D 覗われる.鋳として 11~OJ をとった

.合@漫ll!と震粛と@関係を図示すると闘2の 2"卸

〈混線描関係治司事られるが，氷議イ.."に飽泊するだ

げ2摘が大になっτぃ~.

litにアル会 ν伎にすると滋演は世下し畿の形は晶常

@場合@釦~!冒R<医滋的の形となる，.N/IO~dCb I 君主

に対してお;/10:おnOR を 111_1 ~宰'"えた箱陪"Ill褒

と珪粛と@関係陪図 2の 3 の釦ぐ 0;1，る.との治合に

はアルカ P の量治:Jf?骨に多い"'0と@棚に世;0;"配下

治:ff しかっf品、らその中間@臣揮をみるため HNOs
についてそれを Nllon 'f!中和"チル ν クドに対L

て}し.J!に NnOH を増加してIfってfCずO， :~aOH

の比と世高との聞係省と見た.その舶来依田.， "釦Ice

あった.

中和点勝丑には匹下のmめられない磁場があるil:，

そ@畿は念滋に低守サる. しかしlTXo，:NI¥OH;6:

1:2 札上になると世形が通常@場合.，~同省てきで

古賀の低下出少〈なる。図 2-3 0iU11ほとの機所に

初書留する。

と@帽に in 世イオ νe 置は唐佳からアルカリ佐，ニな

るに従って可~~滋賀 "W 仕がある "'0 指汗畠 k俊民 i

して中和 L<!' 健常 1i'(! 符うとか，鍾模様食用い τホヨ符

イ凋，，，湿度を気定 Lて待'll:'"がある.脅迫の集淘塩

..:i;; t/ ・.j)， Q也!i1:'':; 要と:...;.:， l!n~ これ毛"""イオ〆

これから 1トJO ・@平時且皮係放を針骨同と 1

について 1.6%·~ .l>る.従ってと。彊 it は鉱敏により

支庖されると考えて盤支えた“をあろヲ.しかるに録

証 :\fcjt 白期が続検イオソについて i;> ったタ "メト

"ー@晶果を見るc. Li(;bについ ci ま 16.5_28. .5°

'e，・についてき健に 25:.. :1. (、 <'b '~I ま 11.0_31. .5°

・ε 之2% ととって旬、る.そこで:\I \.'it 舗は建朱 E恕授

イオ，，"ホーク"グラヲによる孟疋君主と考えられてい

た掛端置イオ yの-官 0' まなし碕輯イ.."の存

在によ..ホll>イオ :.'?，l. 1まホの袋地耳元怠だとい多とと

とを突焚~;'.;:.. I.iel の場合実々は位敏震を1lIるこ

治司*来広かった "'e 民間をけだい τいる治ヨlIIIlイオ y

e畳定がこち織に軍司幕議。 4 ォ νoU'(! その桧買を

J'4にするも "'e あるかど多か，3<イオゾ@如何に拘ら

ずすべて盆蛍量定か象絵童 :it''! ob るかどうか民ついて

は温度町羽臥舛につ L、ても向検討進軍すると且われ
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験台待ったが且の形は掴常の聞になり世商は訴しぐ高

〈なった.との勘合にはお dCI ，を使用せず Liej だ

けを能川しても nOI 百喰性にすれば叫捜イオ yの霊

式世が』揺られる.

臨~イ:.r yとmit 'O安置似している険イ b ソ"診曹を

みるに..'"間イオ>(，旗手曹をみ TQ とれは ;:)1 0.、、 h由

民等。により世万警が大いに様じついには ill 磁の置が

前えてしをラといわれてい各もの"<0る。瓦1S' 0，

3.96X1 0-・ )[/L に ~a J:iO，を加えその場合の，

【SO. つ10; 01ヲと珪請の減少割合との illi 係を図示し

た~"が<j s'e 1i-し〈滋少することがわかる.

E'; JllIイ to :1 0存在 Sこの様に珪粛が 5まぐた。l1' :>'<=i 昆

隙@分析に潤刻することは非需に著書しい.

E 歪毘酪イオンのポーラログラフイ-

3 議箆と苦粛と@躍係

軍司緩イオ Yも福岡目いられる温化7ル会却やテト

ヲ γ :I'~:'ワム塩さと支持電虜茨と Lたの ':1ま，回穏な

霊'"由主mられたいがおdCI，を支持電解液とす主ば

'i'連常位剖 -loS\" Q量J! 5XI0.-4:叫 IT.) の還元主を

旬=5. Tokuuk:¥~ I増田イオ Yも頁爾盟イオ Yも

ともにー1， 2\' 0:0理宏君 :uD をもっといわれている治翌

々0i1e1 H主箆抽イオゾ@方は大J.l. J -1.6¥''e わづか異

る.両者 "i 見合軒酎ま合してーつの置となるの eそ@

安ぎでは分析暗唱。.

N/lONtluls な支持電解液として.N aNO~ について

求めた海底と世荷主@関係』玄関 6 に示す如ぐ eあって

扉闘イ #γ@ 掛合と問問

y包2.45x. l: (2)

e:;( わされる首根関係 Jがある。滋広範聞は I- lO X 10-<

)1/1" 溺民，，-目。感!It 'I咽 εある.

自i!l!ltと「位置{包 Jヒ@関係。も図，氏したが間務浪速生が

大になると(+)のカヘ電位が~る傾向がある.

温d
a
.材

現...
‘.

‘、、『e

ー‘

•
民，;.戸 •

-
議
晶
T
1

・P
B

..~-，.

ー-:1.鬼

闘 6

時告件叫融イオゾ及び亙III融イオ Yにつρて

y=3.71X思( ,l
及ぴ y=2.45x.~ (2)

を叫たが，と@薪 b止@係敬@比をとると 3.if(:!.4S=

1.51 と"る。

とれは ToL ，-uo k!'司氏@式

)<O ，-+SC+9U' ー→ NI{け 311.0 (3)

:X O.-+ω+7H'-)X I:b十 2H:O (-I)

にも Kcil irt' l .E走@式

ぉO.-+SC+6H·- →お +3H:O (5)

SO ，"ーす:lC +4 1l"-→ X+2H ，0 (6)

にもるわぬ.武者'1 '!I t: a's:I 却後宥副主 5/3=1.67

となる.覧者@中間@ヒド包キシラ! :Iにま e盟主さ

れる交を考えるとよ〈ー置する.叫-1 =1. 却

ぉ0，-+血 +7H·~ :N H，Ol{+2J I.O (7)

so ，且+4e +sn'- →XfI .OU+H.O (8)

と@揮に婁.条件により且る粧来@ぬられることは

塁玩生 5童数をつか言えて調べ品、とはっきりしたとと

，tj，からね念噛枝イオノ lt tF.週前融イオゾ@耳院につ

いて渓間金役げかける点 bーっ eある.

2 間殺イオ Yと亙ill潤イオ Yと@車合物

描主主イオゾと亙琢闇イオゾと@酷合物 eはそ@毎々

の置簡を3軍備平絹Lた置商治可Sられる. (図 7)

向
調

a

為

.;

v.--a-・ -,
凶 7

と@世商@遣はどぐわづかだけ 0<0る@で泌合物@

分析には羽朋II同吐い.それ依il色合教同世析には他@

方法により，いづれカー3むを求める必嬰がある.

3 餓袋にした場合@誕曲鴨イ才~"ポm ヲログ

タフ

蓋附置イオソはとれに}【山を加えて織性にすると

翠~遊離L，次いでこれが分併されて ~01ビ悠ず

。.

3I1 S0.=2~O+ IL."O.+lbO (9)

と 0~ ば0" 置がポーヲ"グラム 1こ現れ。 kいふこと

をふるぐ n，畑、.-st: r 11:.0.:.N ejodl)' 泌氏 1吋唱"'，そ

の童文宜出羽唆雄常液(! -0.71¥1'c!あると法ベた。 z

Ri cro!崎町民暗闘は融隆文は nシカ 9 性において

0.5¥'0:0半世電位金興えると巡 ，....."'C\., ::r..こ@置を

wるには Hel をどれだ・r加える必嬰があ。かについ

IB



磁遣を山下獄後イオシ及U-1笠松餓イオ~'"方ーラログラ 7イー '"

•
てぽ不明である O'e HOI0震を変えて実肢を行っ

た叫厨')貨同唆@分解生成によると考えられると@

中世電位 I: -1.16¥'011f に契れた .

。

•8叫

•

の珪@は HOI を加えると稽泊費してE野罰対O の世①

が生ずる.こ@授は X，ガスを還すると段々と減少由

してついには現れな〈なる@. -I 計の llilこ現れる

世は D' の理母ある. HOI の量が少いと ~lま畠の鈎

<~d 0街俗世»現れるが flOI の..噴いと E・

の誼泊窃れるだげ'"る.

~， 0週遜略却を衰えて所思 XO CO置の置貧@褒

住金求めた易噛の錨採は関 10 '"釦ぐ eあった.

U>!fIl受ィォ :/°UIま 6.~X10··MIIJ X, I全面

開/分〉

同

示
~

‘

関 9

:SIONcl t.' 6 串，!，;乙 ~n :S O. を IJJ えて生ずるおり虚

図 8

こ叫幌~み。と HOl c:D U' 同IIlItイオ坤 3

倍以 10 とするを嬰する.

間性にして E好調:N O 0世右ととる初合には ζ とさら

削0" を使 mずる也事警はないの'~~る泊唱会主おの，.官

引時四イオ Yの置も求'"な〈てはならぬの~ N/IO

NdC l，中l! NaND ，に HOI を加えて寸!~? ..グタ

ムをとった.

彊lIfStィ*~の-とと@置の盟賞と@健保.，求め

るとやはり置銭揖契僚か成立 L，遷lIfStイオン@裏目

1_~Xl o-- MI.. で

y:I.90Xx (10)

となる.包 Lと@治会には函 9'" に示す釦~渡:x;-.る

る@で強調高@とり方か煩 Lい.

簡と 01]法を蔚いるにあたヴて詮怠をll'ずる@民誼

1lt>Y.ータ"グタムをとる前には N， ガスか L ガ"を

;mじて俗存 Lt .::l 唆家宅と除<'"・ 8あるが，と o XOCO

世と!IFせられるも@は凡ガス省ヒ掴ずると段々に波

少することでるる.その横様 J玄関 9 に示す釦ぐ eあ

る.

E 結箆

o II --l'O--------，・一一一一可 E一一一一面

_ N， ll'l:・酬剛

可\

図 '0

と@坦合曲 1 1I;{，d1 X，を亙ずると殆E滋治調えてし

..つfらそれ散と@置を求ゐる居合には予め N. ガス

を君じて俊策を除いておいた HOI と亙荷瞳塩とを加

えるわせただちに'"ーラログクムをとる必要がある.

液中にお;，必o.を畠じておけS辺聾豪@滋11.1Hない.

N:lSO, ([>量""えて嗣魁官iFi'"滑厳"'!k置をみ九四時，

3xlQ-'M/L且上にする必要治るつず勾とれだけ加え

るとII;越した罰慢イ* :/0場合と問機i二 SO，f' 0~・

.:現れて渡部は可盛り低下する@で筑間にならない.

E豆南俊イォ ~Iこ HOj を加えて得られる波は HOy

附向氏'l''"により

3UNO.盆"，，2NO+nNO，+II.O (9)

に従う NO の波だといわれた.しかし NdOl ，を加

えた治合には fiNO ， ([>世も得られるはづである@で

1九ガス省ヒ長J1¥l11J.i1fiずると ill滋 LてL 1:' 1ζ とはおか

しい.これは次式@佃〈ガス鈴とだけになっている"'..

はないでるろうか.

2H XO ，=XO+~ 支O盆+B:O 【 II)

稼車イ*~及び亙碍誼イオ:/;-:ボー."グラフを'"

.化零え広期する上に極めて1Illl'なも@であるが札上

ll:ぺた担〈可なり鐙漆な俊子さと示し理盆的に障朱..る

陀31~ 多ぐ含ん 3いる.

安障上も実蹟録件電ど徴税に網走ずる必賓がおこる@

じい

立ーー・，.

電

J‘
間

日ハ哩

出;

IIIIIII• 司.
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of，!}多ぐの研究を贋?る.家持軍軍液として NdCI~

を使用 LlI貨を鍵定して伝ぼ中盤にLて仔えぽ安盆}こ

事::;ml.lt1る治事存イオシ@膨・.'~.であるためそれ

を考'II.せねtまなら自ことは10m"コたなる失点でるるa

経りに臨み摘々依"カをいただいた京甥大学農薬化

学貧童館，~，漉京大字工業分析位争枚重笠本求氏，

組司自子段式公栓蔽兜』野櫨村四郎氏に心から傷弘中し上

げる.
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1、L';( 正・坂本勝

〈処 it lit 廷闘:z: ~)

党書亀裂渇に Eきて信夫堪議@担な'母体燭謙治唖密費障を

生じ晶けことはよ〈知られた現象 oi，る。とれが怨遭

自体の'"買闘なもの oa，るか，Illは二次的源国による

‘のであるかは聞か e危い llro a，る.

銀星電日休。本買的な沼田 iま鰻萄 D本t1~， v米るとこ

ろの悠濁の滋賀月草It鎌遁の公正!舎という問周 oa，り

四

もうーっ.唱 it .!l$の 2肱にある米舟解 <>jl 闘冊分へ

及ぼす据酷亙による座制祖国&:1&に先符し U<> 目

白を闘鎗にする bめに起る&されてゐる際帽 J~0 問

題 e~ る。

二次的原因は賓の援必 y 幽iJ:，複j!(，調 re .， j，;.j>，

裟演者時Itの大 -j ，.災訓誌の or':! 記句宇治:考..られる. 1，守


